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『
二
つ
の
「
開
国
」
と
日
本
』酒

　
井
　
一
　
臣

　
二
〇
…
四
年
が
第
～
次
世
界
大
戦
勃
発
百
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
近

年
世
界
的
に
当
該
期
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
近
代
日
本
研
究
の
観

点
で
は
、
従
来
軽
視
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
の
「
衝
撃
」
の
大

き
さ
を
再
認
識
し
、
大
戦
が
日
本
社
会
に
与
え
た
影
響
を
強
調
す
る
傾
向
に

あ
る
。
た
だ
し
、
日
本
に
つ
い
て
い
え
ば
、
戦
争
へ
の
か
か
わ
り
方
・
動
員

さ
れ
た
兵
数
な
ど
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
と
比
較
す
れ
ば
小
さ
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
た
め
、
現
実
の
社
会
動
態
よ
り
、
政
策
構
想
や
思

想
・
文
化
に
か
か
わ
る
諸
等
呈
上
に
そ
の
衝
撃
の
影
響
を
読
み
解
こ
う
と
す

る
研
究
が
多
い
。
よ
っ
て
、
総
力
戦
思
想
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
背
景

に
あ
る
国
際
的
な
連
関
や
学
際
性
を
意
識
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
お
り
、
そ

れ
は
日
本
の
歴
史
学
界
内
で
の
「
日
本
史
研
究
」
の
線
引
き
を
変
え
て
い
く

端
緒
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
た
研
究
動
向
と
い
え
る
。
軍
事
史
・
政
治
史
・

国
際
関
係
史
を
幅
広
く
研
究
し
て
き
た
黒
沢
文
貴
氏
の
本
書
も
こ
う
し
た
動

向
の
一
環
で
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
第
二
の
「
開
国
」
と
位
置
づ
け
、

看
過
さ
れ
て
き
た
政
治
外
交
上
の
諸
問
題
を
実
証
的
に
論
じ
た
研
究
と
な
っ

て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に

総
説
　
西
洋
国
際
秩
序
と
華
夷
秩
序
の
あ
い
だ

第
一
部
第
　
の
「
開
国
」
と
日
本

　
第
一
章
　
人
道
主
義
と
い
う
「
文
明
国
」
標
準
の
受
容

　
　
　
　
　
　
一
近
代
日
本
と
赤
十
字

　
第
二
章
　
酒
洋
の
「
小
国
」
ベ
ル
ギ
ー
へ
の
眼
差
し

　
　
　
　
　
　
一
「
模
範
国
」
と
し
て
の
ベ
ル
ギ
ー
認
識

　
第
三
章
西
洋
の
「
小
国
」
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
眼
差
し

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
人
道
主
義
の
実
践

第
二
部
　
第
二
の
「
開
国
偏
と
日
本

　
第
四
章
　
西
洋
国
際
秩
序
の
変
容
「
大
国
」
日
本

　
第
五
章
　
戦
争
形
態
変
容
の
衝
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
陸
軍
の
受
容
と
そ
の
普
及
・
宣
伝

　
第
六
章
　
　
「
大
国
」
ア
メ
リ
カ
へ
の
新
た
な
眼
差
し

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
陸
軍
の
ア
メ
リ
カ
認
識

　
第
七
章
　
酉
洋
国
際
秩
序
へ
の
挑
戦
？

　
　
　
　
　
　
…
人
道
主
義
の
後
退

あ
と
が
き

　
ま
ず
「
は
じ
め
に
扁
で
は
本
書
の
重
要
概
念
で
あ
る
「
開
国
」
が
論
じ
ら

れ
る
。
「
幕
末
維
新
か
ら
現
在
に
至
る
国
際
環
境
の
変
動
と
日
本
外
交
の
関

係
性
を
軸
に
偏
（
一
頁
）
考
え
る
と
、
四
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
著
者
は
述
べ
る
。
第
一
は
幕
末
維
新
期
か
ら
第
～
次
世
界
大
戦
ま
で
、
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第
二
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
か
ら
日
本
の
敗
戦
ま
で
、
第
三
は
第
二
次

世
界
大
戦
の
終
結
か
ら
冷
戦
期
、
第
四
が
冷
戦
の
終
結
か
ら
現
在
で
あ
る
。

「
大
き
な
国
際
環
境
の
変
動
が
、
た
ん
な
る
外
交
政
策
の
変
化
に
と
ど
ま
ら

ず
、
国
内
体
制
そ
の
も
の
の
大
き
な
変
動
に
結
び
つ
く
」
（
三
頁
）
現
象
が

「
開
国
」
と
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
と
第
三
の
時
期
は
国
際
秩
序

の
転
換
期
、
第
二
と
第
四
は
国
際
秩
序
の
不
安
定
期
と
い
う
共
立
性
が
あ
る

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
の
開
国
期
の
考
察
は
、
第
四
の
開
国
期
で
あ
る

現
在
の
情
勢
分
析
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
点
を
念
頭
に
読
み
進
め

て
い
け
ば
本
書
の
示
唆
す
る
こ
と
は
よ
り
明
確
に
な
る
。

　
開
国
時
に
日
本
が
参
入
し
た
西
洋
国
際
体
制
は
、
帝
国
主
義
全
盛
の
時
期

に
あ
っ
て
、
西
洋
文
明
を
絶
対
視
す
る
秩
序
と
し
て
安
定
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
日
本
は
帝
国
主
義
と
華
車
秩
序
的
な
階
層
的
国
際
秩
序
観
を
使
い
分
け

つ
つ
、
「
文
明
国
」
と
し
て
の
地
位
を
固
め
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
第
一
次

世
界
大
戦
期
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
的
国
際
秩
序
（
ワ
シ
ン
ト
ン
協
調
の
精
神
）
登

場
に
よ
り
、
国
際
環
境
は
網
対
的
に
不
安
定
に
な
っ
た
。
日
本
は
、
ウ
ィ
ル

ソ
ン
的
国
際
秩
序
と
日
英
同
盟
に
代
表
さ
れ
る
帝
国
主
義
国
際
秩
序
と
の
間

で
揺
れ
つ
つ
、
自
給
自
足
圏
の
構
築
を
め
ざ
す
の
か
自
由
貿
易
を
推
進
す
る

の
か
選
択
を
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
著
者
は
、
日
本
外
交
の
基
調
が
一

九
二
〇
年
代
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
的
国
際
秩
序
　
　
自
由
貿
易
論
か
ら
一
九
三
〇

年
代
に
帝
国
主
義
的
国
際
秩
序
　
　
自
給
自
足
圏
論
に
転
換
し
て
い
っ
た
と

の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
以
上
が
「
総
説
」
で
論
じ
ら
れ
る
が
、
本
書
で

は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
を
も
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
旧
外
交
」
か
ら
「
新
外
交
」

へ
の
転
換
と
し
、
新
し
い
国
際
秩
序
へ
の
対
応
策
と
し
て
大
東
亜
共
栄
圏
に

向
か
う
政
策
が
生
ま
れ
て
く
る
と
の
解
釈
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
部
は
、
第
一
の
開
国
期
の
西
洋
文
明
観
を
論
じ
る
三
つ
の
章
で
構
成

さ
れ
る
が
、
こ
の
時
期
の
日
本
外
交
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
「
文
明
国
」

標
準
に
準
拠
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
本
書
で
用
い
ら
れ
る
「
文
明

国
」
標
準
の
意
味
が
、
国
際
法
学
の
述
語
を
応
用
し
た
も
の
な
の
か
、
た
ん

に
西
洋
文
明
に
順
応
す
る
こ
と
な
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
発
展
途
上
の

「
小
国
」
日
本
は
そ
れ
に
是
非
な
く
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
第
一
章
で

は
、
臼
本
赤
十
字
社
の
創
設
に
か
か
わ
り
、
人
道
主
義
が
文
明
国
標
準
と
し

て
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
日
本
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、

博
愛
的
人
道
主
義
の
精
神
で
は
な
く
、
そ
れ
を
重
視
す
る
姿
勢
を
文
明
国
の

証
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
田
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
「
小
国
」

日
本
の
発
展
を
期
す
忠
君
愛
国
主
義
と
国
際
主
義
に
根
ざ
す
人
道
主
義
と
い

う
対
立
す
る
側
面
が
、
前
者
を
主
と
す
る
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
期
の
日
本
赤
十
字
社
に
博
愛
的
な
精
神
が
欠
落
し

て
い
っ
た
の
は
忠
君
愛
国
に
比
重
が
か
か
っ
た
た
め
と
し
、
西
洋
的
普
遍
主

義
が
日
本
的
欝
気
主
義
に
換
骨
奪
胎
さ
れ
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
明
治
大
正
期

の
国
際
主
義
の
後
退
の
原
因
が
あ
っ
た
と
す
る
本
章
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
赤
十
字
社
は
戦
争
反
対
を
直
接
的
な
目
的
と
せ
ず
、
戦
争
の

惨
禍
を
軽
減
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
組
織
で
あ
っ
た
。
著
者
は
こ
れ
を
「
方
法

と
し
て
の
現
実
主
義
」
（
六
八
頁
）
と
提
示
し
て
い
る
。
よ
り
大
き
な
観
点

で
考
え
れ
ば
、
戦
時
に
お
け
る
病
傷
兵
の
救
護
は
、
た
ん
な
る
慈
善
で
は
な

く
、
帯
民
を
戦
争
に
動
員
す
る
対
価
と
し
て
も
必
要
で
あ
っ
た
。
ふ
つ
う
外

交
史
の
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
語
ら
れ
が
ち
な
赤
十
字
社
の
分
析
を
通
し
て
、

国
際
主
義
や
人
道
主
義
が
掲
げ
る
美
辞
麗
句
の
裏
に
あ
る
現
実
主
義
的
戦
略

が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
た
だ
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
国
民
国
家
形
成

過
程
で
忠
君
愛
国
を
重
視
し
た
日
本
赤
十
字
社
の
あ
り
か
た
が
、
ど
こ
ま
で

日
本
的
普
遍
主
義
と
い
い
う
る
の
か
、
慎
重
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
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、
つ
。

　
つ
づ
い
て
、
自
国
を
「
小
国
」
と
認
識
す
る
日
本
が
、
同
じ
く
「
小
国
」

と
考
え
ら
れ
て
い
た
他
国
を
ど
の
よ
う
な
眼
差
し
で
と
ら
え
て
い
た
の
か
と

い
う
観
点
か
ら
、
ベ
ル
ギ
ー
（
第
二
章
）
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
第
三
章
）
が
取

り
あ
げ
ら
れ
る
。
狭
小
な
領
土
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
文
明
国
」
と
し
て
確
固

た
る
地
位
を
築
い
て
い
た
ベ
ル
ギ
ー
は
、
明
治
日
本
の
「
模
範
国
」
で
あ
っ

た
。
著
者
は
、
海
外
見
聞
録
の
分
析
か
ら
、
日
露
戦
争
を
境
に
ベ
ル
ギ
ー
へ

の
関
心
が
低
下
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
敢
然
と
ド
イ
ツ
に
立
ち
向
か
っ
た

こ
と
で
、
「
崇
高
な
国
家
精
神
や
君
民
一
致
の
あ
り
方
」
へ
の
共
鳴
か
ら
再

び
ベ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
た
と
す
る
。
「
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
と
各
人
の
立
場

や
問
題
関
心
の
あ
り
方
を
映
し
だ
す
、
あ
る
種
の
鏡
と
し
て
の
ベ
ル
ギ
ー
」

（一

Z
〇
頁
）
は
、
き
わ
め
て
身
近
な
国
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
第
三
章
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
人
道
主
義
の
実
践
例
と
し
て
、
シ

ベ
リ
ア
に
取
り
残
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
子
供
た
ち
の
母
国
帰
還
事
業
が

紹
介
さ
れ
る
。
ロ
シ
ア
革
命
の
混
乱
の
な
か
、
シ
ベ
リ
ア
に
孤
立
し
た
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
は
厳
し
い
環
境
に
遣
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
一
八
年
に
独

立
し
た
母
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
だ
け
で
も
帰
還
さ
せ

よ
う
と
、
ベ
ェ
ル
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
夫
人
が
日
本
に
救
済
を
嘆
願
し
た
。
日
本
政

府
は
、
赤
十
字
社
を
介
し
て
要
請
に
応
じ
、
～
九
二
〇
年
と
二
二
年
の
二
次

に
わ
た
っ
て
救
済
事
業
を
展
開
し
、
日
本
で
｝
時
的
に
孤
児
を
預
か
っ
た
後
、

母
国
に
送
り
届
け
た
。
日
本
の
行
為
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
も
ち
ろ
ん
国
際
的

に
高
く
評
価
さ
れ
た
。
本
章
で
は
、
外
交
文
書
・
日
本
赤
十
字
格
関
係
の
諸

史
料
を
駆
使
し
、
昭
和
期
ま
で
続
い
た
日
本
ポ
ー
ラ
ン
ド
両
国
民
の
心
温
ま

る
交
流
を
紹
介
し
て
お
り
、
政
治
的
打
算
や
地
政
学
的
意
義
な
ど
を
こ
え
た

入
道
援
助
活
動
の
妊
例
と
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
種
の
感
動
秘
話
は

歴
史
挿
話
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
「
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
の
原
義
は
「
物

語
」
で
あ
り
、
外
交
史
の
醍
醐
味
も
そ
こ
に
あ
る
。
詳
細
な
調
査
か
ら
日
本

ポ
ー
ラ
ン
ド
関
係
史
を
巧
み
に
描
い
た
白
眉
の
章
と
い
え
る
。

　
第
二
部
は
、
「
大
国
」
と
な
っ
た
日
本
が
総
力
戦
時
代
に
い
か
に
変
容
し

て
い
っ
た
か
を
論
じ
る
四
章
か
ら
な
る
。
第
四
章
は
「
総
説
」
の
議
論
、
す

な
わ
ち
戦
間
期
の
日
本
の
対
外
政
策
を
分
析
す
る
た
め
の
二
つ
の
軸
に
つ
い

て
詳
説
さ
れ
る
が
、
大
要
は
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
繰
り

返
さ
な
い
。

　
「
「
総
力
戦
」
と
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
二
重
の
衝
撃
に
さ
ら

さ
れ
た
陸
軍
が
、
新
た
な
内
外
体
制
の
構
築
に
む
け
た
い
か
な
る
基
礎
的
な

取
り
組
み
を
し
て
い
た
の
か
」
（
一
七
六
頁
）
、
『
臨
時
軍
事
調
査
委
員
解
散

顛
末
書
字
中
の
史
料
を
分
析
し
た
第
五
章
。
ア
メ
リ
カ
へ
の
偏
見
を
解
消
し

て
そ
の
国
民
性
を
正
確
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
合
理
的
認
識
が
陸
軍
内
に
あ

っ
た
と
す
る
第
六
章
。
こ
の
二
つ
の
章
は
、
陸
軍
が
総
力
戦
時
代
の
到
来
を

認
識
し
、
広
報
活
動
の
充
実
（
陸
軍
省
新
聞
班
の
創
設
）
や
海
外
情
報
の
分

析
に
精
力
を
傾
け
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
著
者
の
別
著
『
大
戦
間
期
の

日
本
陸
軍
漉
（
み
す
ず
書
房
、
一
一
〇
一
一
年
）
を
補
足
す
る
内
容
で
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
第
五
章
は
同
書
第
～
章
「
日
本
陸
軍
の
第
一
次
大
戦
研
究
」
、

第
六
章
は
同
書
第
五
章
「
日
本
陸
軍
の
ア
メ
リ
カ
認
識
し
と
相
互
補
完
的
な

内
容
で
あ
る
。

　
総
力
戦
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
物
資
の
確
保
が
最
重
要
課
題
と
な
る
。

そ
の
た
め
に
自
給
自
足
圏
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
｝
方
、
現
実
的
に
は
ア

メ
リ
カ
な
ど
と
の
自
由
貿
易
に
よ
る
資
源
の
補
充
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
よ

っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
国
際
協
調
を
重
視
す
る
合
理
主
義
的
な
経
済

外
交
の
推
進
に
適
し
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
的
国
際
秩
序
観
と
、
自
由
貿
易
に
よ
る
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評書

物
資
確
保
に
も
理
解
を
示
し
て
い
た
陸
軍
の
認
識
は
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
、
一
九
二
〇
年
代
の
陸
軍
の
ア
メ
リ
カ
認
識
が
水
準
の
高
い

も
の
で
あ
り
、
「
所
謂
採
長
補
短
ノ
主
義
」
（
一
＝
四
頁
）
に
よ
っ
て
そ
の
長

所
か
ら
学
ぶ
べ
き
だ
と
す
る
冷
静
さ
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一

九
三
〇
年
代
に
國
際
秩
序
が
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
圏
に
再
編
さ
れ
て
い
く
な
か
、

帝
国
主
義
的
国
際
秩
序
観
が
主
流
と
な
り
、
陸
軍
の
「
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
状
況
へ
の
対
応
策
は
、
合
理
的
な
政
策
形
成
に
結
び
つ
く
こ
と
な
く
、

「
総
力
戦
体
制
の
構
築
を
め
ざ
す
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
化
へ
の
志
向
」
が
「
対
外

政
策
の
拘
束
要
因
と
し
て
働
い
て
」
（
一
六
八
頁
）
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と

さ
れ
る
。
本
書
の
議
論
は
、
第
～
次
世
界
大
戦
の
衝
撃
へ
の
合
理
的
認
識
と

太
平
洋
戦
争
開
戦
へ
の
道
を
、
逆
説
で
は
な
く
順
接
と
し
て
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
著
書
自
身
が
今
後
の
課
題
と
し
て
指
摘
し
て

い
る
点
、
つ
ま
り
合
理
的
な
認
識
が
な
ぜ
合
理
的
政
策
形
成
に
反
映
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
（
ニ
ニ
九
頁
）
、
こ
れ
か
ら
近
代
日
本
史
研
究
が
取
り
組
む
べ

き
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
第
七
章
で
は
、
第
一
章
を
受
け
る
か
た
ち
で
、
人
道
主
義
の
変
容
の
原
因

が
何
で
あ
っ
た
の
か
が
捕
虜
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
考
察
さ
れ
る
。
西
洋

に
お
け
る
戦
場
の
人
道
化
が
ル
ー
ル
と
さ
れ
て
い
く
合
理
主
義
的
捕
虜
観
が
、

捕
虜
に
な
る
こ
と
を
最
大
の
恥
辱
と
す
る
精
神
主
義
的
捕
虜
観
に
変
化
し
た

構
造
的
要
因
と
し
て
、
文
明
国
標
準
へ
の
反
発
、
「
皇
軍
」
と
い
う
西
洋
へ

の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
裏
返
し
で
あ
る
ゆ
が
ん
だ
優
越
感
、
軍
事
的
価
値
の

優
越
、
精
強
な
軍
隊
に
す
る
た
め
の
精
神
主
義
の
重
視
な
ど
の
諸
点
が
指
摘

さ
れ
る
。
著
者
が
挙
げ
る
諸
要
因
そ
の
も
の
に
は
首
肯
す
る
が
、
西
洋
の
捕

虜
観
を
門
合
理
的
」
と
規
定
し
て
い
い
の
か
、
非
人
道
的
な
行
為
の
原
因
が

「
日
本
的
」
で
あ
る
か
ら
な
の
か
、
疑
問
が
残
る
。

　
こ
こ
ま
で
通
読
し
て
指
摘
す
べ
き
本
書
の
特
徴
は
、
政
府
・
外
交
文
書
を

中
心
と
し
た
從
来
の
外
交
史
と
、
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
外
交
に
か
か
わ
る
社

会
史
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
し
か
も
実
証
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

明
治
の
初
期
、
「
模
範
国
」
に
患
実
た
ろ
う
と
し
た
日
本
に
と
っ
て
、
ア
ン

リ
・
デ
ュ
ナ
ン
の
精
神
を
受
容
す
る
こ
と
は
文
明
国
標
準
を
追
う
た
め
の

「
方
法
と
し
て
の
現
実
主
義
」
で
あ
っ
た
。
人
道
論
を
「
忠
君
愛
国
」
に
読

み
か
え
て
し
ま
う
と
い
う
側
面
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
孤
児
を
救
う
と
い
う
局

面
で
は
、
日
本
外
交
史
上
の
美
談
を
生
む
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
こ

う
し
た
成
功
体
験
が
な
ぜ
変
容
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
著
者
は
、
通
説
的
な

議
論
を
こ
え
て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
的
国
際
秩
序
や
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
に

陸
軍
も
呼
応
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
つ
つ
、
む
し
ろ
そ
こ
に
い
き
過
ぎ
た
精

神
主
義
の
萌
芽
を
み
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
を
ま
と
め
る
も
の
と
し

て
、
四
つ
の
「
開
国
」
と
い
う
近
現
代
日
本
史
を
逓
号
す
る
枠
組
み
を
対
置

さ
せ
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
的
国
際
秩
序
と
自
由
貿
易
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
帝
国
主

義
的
国
際
秩
序
と
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
の
枠
組
み
へ
と
い
う
世
界
史
的
変
化
が
伴

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
本
書
の
論
証
を
高
く
評
価

し
た
上
で
、
二
点
の
疑
問
を
指
摘
し
た
い
。

　
第
一
に
、
時
代
の
転
換
か
ら
変
容
ま
で
を
含
む
著
者
の
「
開
国
扁
区
分
に

従
え
ば
、
近
現
代
日
本
は
常
に
開
国
期
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

社
会
の
転
換
の
予
兆
を
見
出
す
事
例
と
画
期
と
な
っ
た
事
例
、
ま
た
そ
れ
ら

の
影
響
に
よ
る
変
容
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
著
者
の
整

理
に
よ
れ
ば
、
第
二
の
開
国
期
と
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
衝
撃
が
変
容
し
て

太
平
洋
戦
争
と
な
る
過
程
で
あ
り
、
敗
戦
が
第
三
の
開
国
に
な
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
当
該
期
の
変
化
が
第
二
の
開
国
期
に
内
包
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ざ

る
を
え
な
い
が
、
本
書
の
主
眼
は
、
そ
の
間
の
断
絶
を
も
含
む
日
本
の
外
交
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や
対
外
観
の
展
開
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
一
方
で
、
第
一
章
で
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
第
一
の
開
国
期
に
、
す
で
に
日
本
赤
十
宇
社
の
背
後
に
は
す
で

に
「
忠
霜
愛
国
」
に
人
道
主
義
を
転
換
す
る
論
理
が
あ
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
何
が
変
化
の
要
因
で
何
が
変
化
の
画
期
と
な
っ
た
の
か
、

「
開
国
」
の
概
念
で
は
曖
昧
な
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
漸
進
的
に
移

行
す
る
歴
史
を
特
定
の
事
件
を
も
っ
て
区
分
す
る
の
は
難
し
い
が
、
「
開
国
」

と
い
う
比
喩
的
表
現
が
も
つ
画
期
の
意
義
を
よ
り
明
確
に
示
す
必
要
が
あ
る

と
、
評
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
他
方
で
、
複
雑
多
様
な
歴
史
の
流
れ
を
何
ら
か
の
概
念
で
区
分
す
る
際
、

大
胆
な
取
捨
選
択
が
必
要
と
な
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
綿
密
な
実
証
を
積
み

重
ね
て
き
た
著
者
が
、
あ
え
て
「
開
国
」
の
概
念
で
近
現
代
日
本
史
を
整
理

し
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
新
し
く
発
見
（
公
開
）
さ
れ
た
政
府
文
書
、

ほ
か
の
研
究
者
が
知
ら
な
い
政
庵
関
係
史
料
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
研
究

を
評
価
す
る
こ
と
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
近
現
代
日
本
政
治
外
交
史
研
究

に
あ
っ
て
、
「
開
国
」
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
は
通
俗
的
な
区
分
法
を
持
ち

込
ん
で
、
実
証
研
究
を
整
理
し
た
著
者
の
姿
勢
を
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
実
証
し
づ
ら
い
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
門
雰
囲
気
」
を
陸
軍
内

の
諸
調
査
か
ら
明
ら
か
に
し
た
点
も
、
本
書
の
価
値
を
一
層
高
め
て
い
る
。

　
評
者
は
、
新
史
料
の
発
見
や
分
析
を
無
価
値
だ
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
。

実
証
の
大
切
さ
も
全
薔
的
に
肯
定
す
る
。
一
方
で
、
グ
ラ
ン
ド
・
セ
オ
リ
ー

を
提
示
し
な
い
ま
ま
、
研
究
史
の
整
理
を
論
理
と
し
て
新
史
料
の
羅
列
を
く

わ
え
る
こ
と
が
外
交
史
研
究
の
本
分
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
第
二
の
疑
問
点
は
、
一
九
三
〇
年
代
を
「
帝
国
主
義
的
国
際
秩
序
」
へ
の

回
帰
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
東
亜
共
栄
圏
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
経
済

圏
に
対
応
し
た
ア
ル
タ
ル
キ
ー
構
想
の
｝
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
し
な
い
。

し
か
し
一
方
で
、
当
時
の
国
際
秩
序
観
は
、
主
権
国
家
を
基
盤
と
し
た
帝
国

秩
序
へ
の
批
判
か
ら
生
じ
た
国
家
超
克
の
思
想
が
主
流
で
あ
り
、
大
東
亜
共

栄
圏
も
こ
う
し
た
流
行
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と

も
、
第
一
次
大
戦
前
の
日
英
同
盟
を
基
軸
と
す
る
対
外
構
想
と
は
全
く
異
質

な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
自
給
自
足
圏
を
ド
イ
ツ
の
レ
ー
ベ

ン
ス
ラ
ウ
ム
に
引
き
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
帝
国
の
維
持
が
困
難
に

な
っ
て
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
へ
と
変
貌
し
て
い
く
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
あ
り

方
も
視
野
に
入
れ
た
と
き
、
大
東
亜
共
栄
圏
に
向
か
う
外
交
構
想
は
、
帝
国

主
義
的
国
際
秩
序
と
も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
的
国
際
秩
序
と
も
違
っ
た
新
た
な
枠
組

み
で
提
示
す
べ
き
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
著
者
に
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
付
記
し
た

い
。
戦
機
期
の
外
交
は
、
　
般
に
「
旧
外
交
」
か
ら
「
新
外
交
」
に
移
行
し

た
と
さ
れ
る
。
本
書
で
い
う
ウ
ィ
ル
ソ
ン
的
国
際
秩
序
が
「
新
外
交
」
に
当

た
る
と
考
え
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
的
国
際
秩
序
出
現

の
衝
撃
を
強
調
し
つ
つ
も
、
「
大
戦
後
の
日
本
に
は
、
大
別
す
る
と
「
ワ
シ

ン
ト
ン
協
調
の
精
神
」
と
「
日
英
同
盟
の
精
神
」
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
が
、
（
中
略
）
両
者
は
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
は
混
在
し
て

お
り
、
実
際
政
治
上
必
ず
し
も
相
反
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
（
一
五
六

頁
）
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
評
者
も
、
こ
の
解
釈
に
同
意
す
る
。
た
だ
し
、

そ
う
で
あ
れ
ば
、
新
旧
の
外
交
の
交
代
と
い
う
の
は
そ
れ
ほ
ど
の
画
期
で
は

な
く
、
む
し
ろ
上
述
の
国
家
超
克
の
論
理
が
外
交
政
策
に
影
響
を
与
え
て
い

っ
た
点
に
画
期
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
く
わ
え
て
、
い
わ
ゆ
る
「
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
」
状
況
が
「
社
会
の
発
見
扁
と
い
っ
た
文
脈
で
再
評
価
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
考
え
れ
ば
、
新
外
交
か
否
か
と
い
っ
た
議
論
は
も
っ
と
相
対
化

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
研
究
動
向
に
あ
っ
て
、
本
書
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で
論
じ
ら
れ
る
帝
国
的
国
際
秩
序
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
著

者
の
よ
り
詳
し
い
見
解
を
う
か
が
い
た
い
。

　
「
開
国
」
と
い
う
時
代
区
分
同
様
、
国
際
秩
序
観
の
整
理
も
、
小
異
を
捨

て
て
議
論
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
書
は
、

外
交
史
や
軍
事
史
の
史
料
を
豊
富
に
用
い
な
が
ら
も
、
同
時
に
日
本
赤
十
字

祉
の
史
料
な
ど
に
も
目
を
向
け
て
外
交
の
「
社
会
史
」
を
描
い
た
。
そ
こ
に
、

「
開
国
」
論
と
国
際
秩
序
観
の
両
面
か
ら
理
論
的
枠
組
み
を
示
し
た
こ
と
の

意
義
は
非
常
に
大
き
い
。
本
書
は
、
明
治
初
期
の
日
本
に
と
っ
て
の
ベ
ル

ギ
ー
の
よ
う
な
「
模
範
」
た
る
業
績
と
し
て
、
多
く
の
示
唆
を
与
え
つ
づ
け

る
で
あ
ろ
う
。
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